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Power-Assisted
Pedicle Screw Placement

－安全性・正確性・再現性を追求するPS挿入テクニック－
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Power Drillで撃つPedicle Screw
−Power Toolは術者の能力を拡張するInterfaceである−

Power Drillを用いたPercutaneous Pedicle Screw（PPS）刺入
−実践編：安全かつ確実な刺入のためのTips ＆ Pitfalls−
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近年の脊椎手術では、MISTの普及に伴い、低侵襲かつ高精度な手術手技が求められている。その実現には術者の技量だけで

なく、Power Toolの性能と操作性が極めて重要である。Power Toolは単なる電動器具ではなく、術者の意図や感覚を骨へ

正確に伝達し、その能力を拡張するInterfaceとして機能する。PS挿入では、骨質に応じた回転速度や押し込み圧の調整に

加え、trigger feeling（触覚・聴覚・振動から得られる感覚情報）を的確に捉え、椎弓根内の骨性変化をリアルタイムに判断

することが、安全で再現性の高い手技につながる。ここでは、Power Drillを用いたPS挿入の基本原理から実践的手技までを

解説し、骨質に応じた出力調整、さらにtrigger feelingを活用したフィードバックの読み方を実技を通して習得する。Power Tool

を「術者の能力を拡張するInterface」として理解し、MIST時代に求められる安全性と精度を兼ね備えたPS挿入技術について

議論したい。
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Power Toolを用いたPercutaneous Pedicle Screw（PPS）刺入は、近年のMISTの発展とともに普及が進み、術者の負担軽減

と刺入精度向上の両立が期待されている。本ハンズオンセミナーでは、Power DrillによるPPS刺入を安全かつ効率的に行う

ための実践的なテクニックについて解説する。

Power Drillを用いることで、フリーハンド操作と比較して軸ブレが少なく、スクリューの刺入軌道が安定し、引き抜き強度の

向上につながる可能性が報告されている。また、回転速度を細かく制御できるため、骨質に応じたドリリングが可能と

なり、良好な骨質症例ではタッピングを省略したスクリュー挿入も容易となる。さらに、押し込み力を必要としないこと

から、術者の筋力への依存が少なく、長時間手術や多数椎間固定において術者の筋骨格系への負担軽減にも寄与する可能

性がある。

一方で、Power Toolには特有のpitfallも存在する。透視装置との位置関係によってはPower本体が管球と干渉しやすく、十分

な作業スペースの確保が重要となる。また、本体重量により手元が下がることで刺入角度が変化しやすく、適切な保持方法

や姿勢にも工夫が必要である。

当院では2台の透視装置を用いたDouble Image法を併用し、リアルタイムに2方向を確認しながらPower DrillによるPPS刺入

を行っている。本セミナーでは、その実際のセッティング、刺入手順、骨質に応じたPower設定、ならびに実践で経験した

Tips ＆ Pitfallsを供覧し、Power Toolの利点を最大限に活かすための実践的手技を共有したい。
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